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三上日出夫: ホシガタウスパノリの新知見について

Hideo MJKAMI*: New knowledge on Nitothyllum stellato-col-ticatum 

OKAMURA (Rhodophyceae， Delesseriaceae) fr0111 Japan 

岡村 1-2) は千葉県館山湾で得られた材料に基いてホシカ、タウスバノリ (NitophyllulI7

stellato-cOTI icatllllL)を新穏として記載した。その後，高嶺，山田町は本種を三重県伊勢

湾の菅島よリ得て，そのリストの中に発表した。筆者は1975年4月末，上記菅島におい

て，えび網上に付着して採集された本種の雌性体及び四分胞子体につU、て精査を行った

結果，これまでに全く確認できていなかった幾つかの新知見を得ることができたので，

次に報告したい。

外形について:本種の外形的所見については Fig.1に示したように，岡村1)の原記

載と殆んど一致している。色彩は美しい淡紅色であるが，フォノレマリン海水に浸すと，

間もなく液が赤味を帯びてくる程に速い脱色反応がみられる。
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Fig. 1. Nitoph:yllum stellato-corticalU1n 
A. FemaJe pJant frOl11 Suga.Shima， Mie Pref 
B. Tetrasporic plant from Suga.Shima， Mie Pref 
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Figs. 2-5. NitothyZZum steZZato.co吋icatum
2-5. Apices of young thallus.segments. 
1-3...segments; a...apical cell; in...intercalary cell. 
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生長点について Figs.2-5は本種の発芽初期における生長点を示す。即ち明らか

に横に関節する頂細胞 (a)が見られ.第1位の細胞列に介生分裂 (in)が認められる。

プロカJレプについて Figs.6-1Oは本穫のプロカJレプ発生経過を示したものであ

る。即ち本種ではプロカルプ発生に当って， 1コの fertile中執細胞 (cc)より 2コずつ

の周心細胞が体の片側又は両側に生ずる (Fig.6)0 2コのの周心細胞は体の縦軸に対し

て右左に並んで生じ，そのうちの一方は sterileの周心細胞 (co)即ち蓋細胞 (Cover

cell = Deckzelle)として存在し，そのものからは将来プロカルプを生ずることは無い。
それに対して他方のものは fertileの周心細胞(pc)となり，プロカルプを産み出す能力

をもっている。 Fig.7では蓋細胞 (co)は2コに分裂したことを示す。 Fig.8では蓋細

胞 (co)は2コに分裂したままであるのに対し，支持細胞 (sc)の表側に中性細胞 (stc)

が生ずる一方，カJレポゴン枝が生じたことを示している。 Fig.9の例では，釜細胞(co)

は3コに分裂，中性細胞も 3コとなり，以上両者の中間に位置して4コ細胞よりなる 1

組のカIレポゴン校が生じている。更に Fig.lOにおいては殆んど完成に近づいたとみら

れるフ。ロカルプの 1例を示したものである。即ち，釜細胞 (co)は既に6コにまで分割

しており，中性細胞は5コに分れ，それに支持細胞 (sc)，及び4::1細胞よりなるカノレポ

ゴン枝を加えると全体では16コの細胞集団となっている。一般に本種における蓋細胞は

5ー7コ，中性細胞は4-6コに分割する。ただし中性細胞は常に 1組しか存在してい

ない。
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Figs. 6-11. Nitophyllum stellato-co吋icatum
6-10. Stages in development of proc町ps.

11. Transverse section of a cystocarp. 
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ca..・carpospor回 gium;cb.. Cb2. Cb3...first. second. and third cells of carpogoial branch. respec. 

tively; cbi...initial cell of carpogonial branch; cc...central cell; co...cover cell (Deckzelle); 

cp・..carpogoniu皿;fu…fusion cell; gon...goni皿oblast;pc・..ferti!epericentral cell; sc・..suppo口-
ing cell; stc...sterile cells. 

褒果について Fig.11はほぼ完熟したとみられる磁果の縦断面を示す。コノハノリ

亜科 (Delesserioideae)に普通にみられる如き特別な糸組織の存在は勿論認められな

い。果胞子 (ca)は各ゴニモプラスト (gon)の先端にそれぞれ1コずつ生ずる。

四分胞子重量について Fig.12は体の表面観察による四分胞子褒原基の発生を示す。

即ち，本種では，四分胞子褒となる細胞は体細胞より直接的に形成され，従って周囲の

各細胞との連絡点を認めることができる。 Fig.13はほぼ完熟したとみられる四分胞子

褒の表面観を示す。なお本種の四分胞子褒斑は体表上に径1.0ー2.0mm.程の楕円形集団

- 3ー



130 藻類第23巻第4号昭和田年12月

3・pm
Figs. 12-13. Ni.坤 hyllumstellato-c.附加tum

-60 t'm 
12. Early development of sporangia in surface.view. 
13. Tet四sporangiain surface.view. 
r...rudiment of sporangia; t...tetrasporangium. 

をなして多数生ずる。

考 察

先ず岡村1-2)が本種を Nitophyllumにあてたことは極めて妥当であったと言える。

即ちそれは，今回の観察によって本種のプロカルプでは 1コの中軸細胞より 2コずつの

周心細胞を生ずるという事実を確認できたことにより明白である。さて一方， KYLIN'-

η によれば Nitophyllumの仲間には，プロカルフ。構造上次の2つのパターンが存在す

るとしている。即ち，

(1) 2コの周心細胞は体の縦軸に対して右左に並んで生じ，中性細胞群は 1組のみ…

これまでに次の 1種だけが確認されているにすぎない。

Nitophyllum pu混ctatum'-S)(Niω'phyllum属のタイプ種)

(2) 2コの周心細胞は体の縦軸に対して上下に位置して生じ，中性細胞群は2組…・

少くとも次の5種がこれまでに確認されている。

N. bonnemaisonis-回，N.押urabileS-7)，N. versicolo同 ，N. cottii8) 及び N.

ye:wensis9) 

ところでホシガタウスパノリ (N. stellato・corticatum OKAMURA) のプロカルフ。

構造は，筆者の観察による限Dまさしく前者 (1)のパターンに属している。即ち， 2 

コの周心細胞 ωc) は体の縦軸に対して明かに右と左lζ位置して生じ，加えて中性細

胞群は1組だけしか存在していない。更に本種の四分胞子褒原基の発生をみると，他の

関係諸属における如き特別な枝としてのみ形成されることな<，体の細胞よ P直接変成
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され，そのため周囲の各細胞と互に連絡点を認めることができる (Fig.12)。従ってこ

れまで N伯仲'yllU1nの第(1)パターンに属する種類としては，ヨーロッパ産の N.

p閥 C削 um(タイプ種)ただ1種のみしか知られていなかったが，このたび全く同ーパタ

ーンに属する2番手の種類としてのホシガタウスパノリ (N.stellato-corticatum OKA-

MURA)が確認されたことになる。

さて，本種(ホシガタウスパノリ)の生長点については，先に述べたように明かに績

に関節する頂細胞 (a)が認められる (Figs.2-5)。ただし，この性質はごく若い状態に

ある生長点においてのみ確認できるものであって，幼体の大きさが数 mm程度に達す

ると，もはやそれは極めて不明確となり，体はもっぱら縁辺生長のみによっての肥大生

長に置き換えられてしまう。タイプ種であるヨーロyパ産の N.puncωumについて

も，既にNIENBURG10)によって同様のことが指摘されている。そこで例えばKylin叫が

示している Fig.54 (a-b)の如きも N.punctatumのごく若い生長点を示したもので

は無い。吉田忠生博士によるフランス (Brest産)からの採集品に基く N.punc.ωωn 

(STACKHOUSE) GREVILLEと本種(ホシガタウスパノリ)とを比較してみると次の諸点

で互に区別される。

(1) 前者では体の縁辺が著しく crispateしており，外形は頗る変化に富んでいる。

(2) 前者における四分胞子褒誕は後者のものに比べ一段と大型である (2.0-4.0mm)。

(3) 後者の体表上には円形の小穴が目立って観察される。

(4) 後者の体組織にはl層の部分に混って2層の部分が散在してみられる。及び，

(5) 前者の蓋細胞は2-3コ，稀に4コ，中性細胞は普通4コ(KYLlN4))に分割する

のに対し後者の蓋細胞では5ー7:Z，中性細胞は4-6コとなり一段と分割度が

高い傾向をもつなどである。

終Pにヨーロッパ産の貴重な標本について閲覧を許された吉田忠生博士に謝意を表す

る。

Summary 

The apical segmentation and the reproductive organs in Nitophyllum stellato-

εorticatum OKAMURA were observed on the basis of specimens from Suga-Shima， 

Mie Prefecture. 

1) 1n the young apex， both the lateral1y jointed apical cel1s and the inter-

<:alary cel1s are presen t. 

2) The procarp development is most closely related to N. pZi1Ictatuln， the 

type species: a fertile central cell cuts off two pericentral cells (to one or bcth 

surfaces of the blade)， and they lie to the right and to the left， i.e.， along an 

axis perpendicular to the longitudinal axis of the thal1us. 
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3) The procarps consist of a four.celled carpogonial branch and one group 

of sterile cells. 

4) The carposporangia are bome terminally on the gonimoblast branches. 

5) The tetrasporangia are borne in elliptical sori (1.0-2.0 mm) over the 

entire blade surface. 

6) The tetrasporangial primordium arises directly from a surface cell. 
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